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巻頭言

第8号 の発刊に寄せて

母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究は、2003年 に数名 の有志が始

めた ささや かな研究会 であったが、2004年 にプ レ創刊号(2010年 に復刻版)、

2005年 に 『母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究)』 紀要創刊号を発

刊 、その後順調 に進 んで今年度第8号 の刊行 の運び となった。紀要の発刊には、

人 的にもまた財政的 にも並々な らぬ水面下の努力が必要であ り、MHBと して第

8号 が無事刊行できることは、 ことのほか うれ しくまた誇 らしく思 う。

MHB紀 要第8号 に関連 して特記すべきニュースが2つ ある。すでにMHBホ ー

ム ペー ジで公 表 され てい るが 、1っ は 『母語 ・継 承語 ・バイ リンガル 教育

(MHB)研 究)』 紀要がISSN番 号 を取得 した こと、 も う1つ は同紀要の掲載論

文 がCiNiiを 通 してアクセス可能になった ことである。ISBNが 図書 ・書籍 に

付 され る10桁 の数字であるのに対 して、ISSNは 国立 国会図書館 の管理下、定

期刊行物 に付 される8桁 の数字であ る。MHB紀 要8号 か らISSN番 号が付 され

る ことになった。や っ とこれで学術 出版界の市民 として認知 された ことになる。

2つ 目は、MHB紀 要の掲載論文が国立情報学研究所(NII)が 管理する論文 ・

図書 ・雑誌の学術 隋報ネ ッ トワークCiNii(学 術情報ナ ビゲー タ)で 検索できる

よ うになったこと。過去のプ レ創刊 号お よび第1号 か ら第7号 までのすべての論

文 が 「(定期)刊 行物」 としてダウンロー ド可能である。MHBが モ ッ トー とす

る特殊 な領域の学問的かつ実践的な成果が、MHBと い う枠を越えて学術論文の

仲 間入 りを し、今後広 く一般の読者に読まれ る可能性を示す ものである。

MHB研 究会 も早や9年 が経 ち、来年 は10周 年 を迎 える。 これまで 目標 とし

て掲げてきたのは会則第3条 にある ように、1)研 究活動の活性化、2)実 践活動

の質の向上、3)情 報交換 ・情報発信 および リソースの収集である。そ して研究 ・

実践の対象領域 としては、つ ぎの4つ を掲げてい る。

1.先 住、定住 、新来児童生徒の母語 ・継承語教育

2.日 本人 ・日系児童生徒の継承語 としての 日本語教育

3.ろ う児 ・難聴児のためのバイ リンガル教育

4.海 外 ・帰 国児童生徒教育、国際学校 ・外国人学校児童生徒教育、その他各

種 イマージ ョン教育
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第8号 で取 り上げたテーマを以上の4領 域と照合 してみると、まず 《招待論

文》は、英語圏から帰国 した中高生の英語力保持伸長を論 じたもので領域4、2

つの 《研究論文》は、国内の新来外国人児童生徒の母語 ・継承語教育ではなく、

マジ ョリティ言語である日本語習得を論じたもので該当領域なし、《実践報告》

は大学における海外の継承日本語教育を扱ったもので、領域2に 該当すると考え

られる。時代の要請はまったなしである。10年 目を迎えようとする今、対象領

域に関しても見直しや拡張が必要なことは明らかであろう。

もともと母語 ・継承語 ・バイリンガル教育研究会とい う名称は、一世児が必要

とする 「母語保持伸長教育」、二世児にとって必要不可欠な 「継承語教育」、三世

児以降に望まれる 「学校教育の中に組み込まれたしっか りとしたバイリンガル教

育」をイメージしたものである。時代の流れとその要請に応えて、対象領域の焦

点を変えていく必要性を初めから察知していたと言える。現在、日本はまさに二

世児時代を迎えてお り、二世児の低学力問題 とその根底にある家庭での継承言語

問題、アイデンティティ問題に真摯に向き合 う必要がある。また世界は急速にバ

イリンガルからマルチリンガル育成時代に大きく舵が切られている。 さらに忘れ

てならないのはMHB研 究会が海外会員を擁する会だということである。2011

年3月 現在、会員577名 、そのうち133名(25%)が 世界各地に在住する海外会

員、その国数は25力 国に及ぶ。MHB紀 要は、これ ら世界各地の会員の問題意

識やニーズにも、敏感に応えていく必要があるのである。

MHB紀 要のつぎの10年 に期待することは、国内外の 日本人 ・外国人を含め、

特に幼児 ・年少者が持つ既存言語能力、育成可能な言語能力を貴重な言語資源 と

し、複数言語育成の視点に立った多くの論文を掲載していくことであろう。また

これまでの10年 の歩みを継承 し、MHB紀 要を通して多くの読者が勇気づけら

れ、専門的知識を深めると同時に、その成果がさまざまな形で次世代に還元され

ることを望んでやまない。

母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究会 研究会会長

中島 和子
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